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大飯原発の破砕帯（断層）－掘削調査を早期に！

大飯原発 再稼働の撤回を！

関西電力の大飯原発３号機の再稼働が、あらゆる反対を押し切って強行されました。

活断層の連動評価、制御棒の挿入性能、免震事務棟、ベント、防潮堤のかさ上げなど、安全面

確保がないがしろにされたままでの再稼働に、多くの国民が不安と怒りの声を上げています。

特に深刻なのが、大飯原発敷地内のＦ６破砕帯（断層）の問題です。これについて、複数の専

門家が、活断層である可能性を指摘しています。この破砕帯が活断層であれば、地盤の「ずれ」

により原子力施設に重大な影響を及ぼす恐れがあります。

関西電力と保安院は、Ｆ６破砕帯（断層）が活断層であることを強く示唆するトレンチ図を隠

し続けてきました（2010 年の審議）。さらに、今年７月３日の「地震・津波に関する意見聴取

会」では、「当時の写真などを探しているがまだ見つからない」（関電）として、保安院は大飯

破砕帯の議論を先送りしてしまいました。

他方、６月２７日には、超党派５名の国会議員と専門家（渡辺満久教授）が大飯原発敷地内を

視察され、Ｆ６破砕帯の調査のため、３箇所の掘削可能な地点があることを確認されました。

あとは、掘って調査をするだけです。

Ｆ６破砕帯（断層）は非常用取水路を横切っています。関西電力はこれがＳクラスの重要構造物

だとしています。もし地盤の「ずれ」によりこれが破損すれば、緊急時の冷却機能に支障をきた

すおそれが出てきます。原子力安全委員会の「発電用原子炉施設の耐震安全性に関する安全審査

の手引き」によれば、重要な施設（Ｓクラス）は活断層の上に設置することはできません。

以上を踏まえて、私たちは下記を要請します。

１．大飯原発敷地内の破砕帯（断層）の掘削調査を早急に実施して下さい

２．大飯原発の再稼働決定を撤回して下さい
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